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水田 に お ける パ ン 用コ ム ギ 栽培 に お いて は ，製 パ ン 性に 関わ る 小 麦粉 の 品 質

の向 上 が 最も 大 き な課 題 で ある ． 製 パン 性 に 関わ る 小 麦粉 の 品 質 に は ， 子実 タ

ンパ ク 質 含有 率 が 最も 大 き く影 響 し ，子 実 タ ンパ ク 質 含有 率 を 高く す る こと で

小麦 粉 の 品質 が 向 上す る ． また ， 子 実タ ン パ ク質 含 有 率以 外 の 要因 も 小 麦粉 の

製パ ン 性 に関 わ る こと も 知 られ て い る ． コ ム ギの 子 実 タン パ ク 質含 有 率 を高 く

する 栽 培 管理 技 術 とし て ， 開花 期 前 後の 窒 素 追肥 が 現 在普 及 し 始め て い る が ，

この 時 期 の追 肥 が 子実 タ ン パク 質 含 有率 を 高 める 効 果 が大 き い 理由 に つ いて は

分か っ て いな い ． また ， 水 田で 栽 培 され た コ ムギ は 畑 で栽 培 さ れた コ ム ギに 比

べて ， 子 実タ ン パ ク質 含 有 率が 等 し くて も ， 小麦 粉 の 製パ ン 性 に関 わ る 性質 が

異な る と いわ れ て いる が ， その 実 態 は明 ら か でな い ． 本研 究 は パン 用 と して 近

年育 成 さ れた コ ム ギ品 種  ｢ユ メ シ ホ ウ ｣  を 用 いて ， 開 花期 窒 素 追肥 が 子 実タ ン

パク 質 含 有率 と 小 麦粉 品 質 に及 ぼ す 影響 を ， 栽培 圃 場 条件 や 窒 素肥 料 条 件 の 違

いに 着 目 して 解 析 した ．  

まず ，茎 立 期 から 登 熟後 期 ま での 様 々 な時 期 に 窒素 追 肥 を行 い ，異 な る時 期

の窒 素 追 肥が コ ム ギの 子 実 収量 と 子 実タ ン パ ク質 含 有 率に 及 ぼ す影 響 ， 乾物 生

産量 や 窒 素蓄 積 量 に及 ぼ す 影響 を 無 追肥 区 と 比較 し た ． そ の 結 果， 収 量 は節 間

伸長 期 の 開花 前 1 6 日以 前 の 追肥 と 登 熟中 期 の 開花 後 2 0 日前 後 の 追肥 に よ り増

加す る 傾 向が み ら れた ． 開 花期 前 後 の追 肥 で は， 1 穂 粒数 が 減 少し て 収 量は 増

加し な か った ． 子 実タ ン パ ク質 含 有 率は ， 開 花期 以 降 の追 肥 に よっ て の み増 加

した ． 開 花期 前 の 追肥 で 子 実タ ン パ ク質 含 有 率が 高 ま らな か っ たの は ， 無追 肥

区に 比 べ て穂 の 窒 素蓄 積 量 は増 加 し た が ， 開 花前 に 茎 葉に 蓄 積 され ， 開 花後 に



穂 に 転 流 す る 乾 物 の 量  (開 花 前 蓄 積 乾 物 量 )  と 開 花 後 同 化 乾 物 量 が 多 く な る こ

とに よ っ て ， 穂 の 総乾 物 蓄 積量 も 窒 素蓄 積 量 と同 程 度 に増 加 し たた め だ った ．

一方 ， 開 花期 以 降 の追 肥 で は， 無 追 肥区 に 比 べて 開 花 後同 化 乾 物量 よ り も開 花

後の 同 化 窒素 量 が 大き く 増 加し た こ とで 子 実 タン パ ク 質含 有 率 が高 く な った ．  

次 に ， 土 壌 窒 素 含 量  (以 下 地 力 窒 素 )  の 少 な い 水 田 と 多 い 畑 ， そ し て 基 肥 と

茎立 期 の 窒素 施 肥 量を 変 え て生 育 さ せた コ ム ギを 用 い て， 開 花 期の 窒 素 追肥 が

子実 タ ン パク 質 含 有率 に 及 ぼす 影 響 を比 較 し た． そ の 結果 ， 開 花期 窒 素 追肥 量

が同 じ で も子 実 タ ンパ ク 質 含有 率 は ，畑 に 生 育し た コ ムギ が 水 田の コ ム ギよ り

高か っ た ．さ ら に ，開 花 期 窒素 追 肥 量あ た り の子 実 タ ンパ ク 質 含有 率 の 増加 割

合は 水 田 に生 育 し たコ ム ギ が畑 の コ ムギ よ り 大き か っ た． 水 田 と畑 の 間 に認 め

られ た と 同様 な 開 花期 追 肥 が 子 実 タ ンパ ク 質 含有 率 に 及ぼ す 影 響 の 違 い は， 基

肥の 種 類 と量 ， 茎 立期 追 肥 量 の 違 い によ っ て 同じ 圃 場 でも 認 め られ た ． すな わ

ち， 緩 効 性窒 素 肥 料を 加 え て基 肥 窒 素 量 を 多 くし た コ ムギ は ， 基肥 が 化 学肥 料

のみ で 基 肥窒 素 量 の少 な い コム ギ に 比較 し て ，開 花 期 の地 上 部 窒素 蓄 積 量が 多

くな り ， 開花 期 窒 素追 肥 量 あた り の 子実 タ ン パク 質 含 有率 の 増 加割 合 は 小さ か

った ． 茎 立期 追 肥 を施 用 し たコ ム ギ はし な か った コ ム ギに 比 較 して ， 開 花期 の

地上 部 窒 素蓄 積 量 が多 く な り， 子 実 タン パ ク 質含 有 率 が高 か っ た．  

水田 と 畑 で生 育 し たコ ム ギ の子 実 と 小麦 粉 の 品質 を 比 較し た と ころ ，開 花 期

窒素 追 肥 は小 麦 粉 タン パ ク 質含 有 率 を高 め ， 生地 の 物 性を 強 力 粉化 し ， パン 比

容積 を 大 きく す る 効果 が あ るこ と が 両圃 場 に おい て 確 認さ れ た ．し か し ， 水 田

に生 育 し たコ ム ギ は畑 の コ ムギ に 比 較し て ， 粒の 灰 分 が多 く ， 容積 重 が 軽く な

って ラ ン ク区 分 が 低く な る 傾向 が あ った ． さ らに ， 小 麦粉 タ ン パク 質 含 有率 が

同じ で も ，フ ァ リ ノグ ラ ム の吸 水 率 は水 田 が 畑よ り も 高く ， 小 麦粉 タ ン パク 質

含有 率 が約 1 3  %と 高い と き には ，畑 に 比べ て 水 田は フ ァ リノ グ ラ ムの 生 地 形成

時間 が 短 く， バ ロ リメ ー タ ーバ リ ュ ウ は 低 か った ． 小 麦粉 タ ン パク 質 含 有率 が

同じ で も ，グ リ ア ジン の 大 部分 が 存 在す る S D S 可溶 性 低分 子 量 画分  ( E M P 画

分 )  量に 対 す る高 分 子量 グ ル テニ ン サ ブユ ニ ッ トの 大 部 分が 存 在 する S D S 不

溶性 の 高 分子 量 画 分  ( U P P 画 分 )  量 の割 合 は 水田 よ り 畑が 高 く ，こ れ が ファ リ

ノグ ラ ム の各 値 に おけ る 水 田と 畑 の 差の 一 因 とな っ て いる こ と が 示 唆 さ れた ．

以上 の 結 果は ， 従 来タ ン パ ク質 含 有 率以 外 は 栽培 環 境 にほ と ん ど影 響 さ れな い

とさ れ て いた 小 麦 粉 の 品 質 が開 花 前 に吸 収 ， 蓄積 さ れ る窒 素 の 量 な ど に 関わ る

栽培 条 件 の影 響 を 受け る 可 能性 を 示 唆す る も ので あ る ．  

本研 究 を 通じ て ，地 力窒 素 の 少な い 水 田な ど の 圃場 で も ，開花 期 に 窒素 追 肥

を行 う こ とに よ っ て ， 地 力 窒素 の 多 い 畑 圃 場 と同 程 度 にコ ム ギ の子 実 タ ンパ ク

質含 有 率 を高 め こ とが で き るこ と ， 小麦 粉 の 製パ ン 性 は品 種 間 差だ け で なく ，

生育 す る 圃場 条 件 によ っ て も異 な る こと が 明 らか と な った ． 地 力窒 素 の 少な い

圃場 で 高 い製 パ ン 性を 備 え たパ ン 用 コム ギ を 栽培 す る ため に は ，開 花 期 の追 肥

とと も に 開花 期 前 の窒 素 蓄 積量 を 増 加さ せ る 肥培 管 理 や窒 素 吸 収を 抑 制 する 湿

害な ど を 引き 起 こ す 土 壌 条 件の 改 善 が必 要 で ある と 考 えら れ た ．  


